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懲りずに日焼けの話 
 

こんなに真夏日になるとやはり日焼けのお話になります、またと言わずにお付き合い

ください。 

☀☀☀☀☀☀☀☀☀☀☀☀☀☀☀☀☀☀☀☀☀ 

 

日差しの強い中での、お肌の大敵「日焼け」について お話です。 

まず、日焼けはなぜ起こるのでしょうか。日焼けとは、肌の防御機能の働きで 紫外線の害が肌

の深くまでに及ばないようにする体の大事な働きの一つで、 メラニン色素を刺激し、害を防ぎま

す。  日焼けはほっておいたら元に戻ると安心しがちですが、 太陽によるやけどと考えると、そ

の重大さが分かっていただけると思います。 急にビーチで焼いてできた水ぶくれ、スキーに行っ

た後のひどい肌荒れ、 皮膚ガンなど、どれも紫外線によるものです。  

美容上からみる肌はやはり、「日に焼けるのは よしておこう」と思われる事実ばかりです。 

日焼けはシミ、シワの直接的な原因になります。 シミは肌の防御機能が働くとメラニン色素を作

り出し、それが上手く処理できずに 残ってしまった結果なのです。  シワは日焼けにより肌が乾

燥し、真皮のコラーゲンや エラステンが痛め付けられ弾力を失ってできます。 シワは加齢により

できますが、 次に大きな原因となるのは日焼けによるものです。  では少しでも日に焼けない方

法は何でしょうか。 一年中怠らずに紫外線対策をすることです。曇っているから、冬だからと安心

をしてはいけません。 紫外線はお肌を狙っています。サンスクリーンをこまめにつけ、外出時は

お化粧をすることが基本です。   

しっかり日焼け対策をしても、焼けてしまった時のお手入れ法は、 「その日のうちに処理」

をすることです。次の日までは持ち越さないように。 美肌は夜作られると言われる ゴールデンタ

イムを利用し、冷たくしたタオルをあててほてりをしっかりと取り、 水分、栄養をたっぷりと与えて

休みましょう。スキーやビーチでのバケーション後はスキンケアサロンで お手入れをしてもらうと

より完璧です。 (www.machikoskin.com お肌のお話より) 

 

サンスクリーンは耳、唇、首、胸元も忘れずにつけましょう。  日差しの強いカルフォルニアで

は夏を制した人が一年の美肌を手に入れます！！ 

 



サンプロテクトのサンプルを６月末まで差し上げています。 

小さくてもひとつで 3 回以上使えます、旅行に便利です(お一人 3 個限りとさせて頂きます)。 

 

 

 

☀☀☀☀☀☀☀☀☀☀☀☀☀☀☀☀☀☀☀☀☀☀☀☀ 

ビタミン C ５％を用意しました 
Pure V C の効果はがぜん違いますが 10 日間で使いきりがちょと面倒の声があり、新

たにビタミン C 5%を用意しました。 １fl.oz でお試し価格は８０ドル、2 回目からは 85 ド

ルです。 （Pure VC も従来通り準備しています） 

使い方  ＊ 毎晩洗顔後に使用、その後ナイトクリーム。 

＊  特に気になる所はその大きさに切ったコットンもしくは 

サランラップを 15 分以上のせておく。 

 

☀☀☀☀☀☀☀☀☀☀☀☀☀☀☀☀☀☀☀☀☀ 

ちょっとおとくな一口メモ 
Jane Iredale のリップグロスは夜も使いましょう。有効成分は、 

白百合の球根の摘出成分、アロエベラの葉からの摘出成分、ホホバの種のオイル、

アボガドオイル、緑茶摘出成分、ビーワックス、オリーブの葉摘出成分、ジンジャー

の根摘出成分, レモンオイル。。。。。。。。。。。。。。その他 

の働きで朝のメイクアップのみならず、夜お休みの時に使うとすべすべの唇になりま

す。  口角が切れる、割れて血が滲む方は全体に使ってその部分にもう一度使って

ください。  しっとり、ぷっくり感を唇にも与えてあげましょう。 

 

          


